
鹿児島県からのお知らせ

4
月
11
日（
木
）〜
6
月
10
日（
月
）

★は写真入りで紹介
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県政
トピックス

4月16日(火)

　
伊
藤
知
事
が
県
民
と
直
接
対
話
を
行
う
「
知
事

と
語
ろ
会
」に
つ
い
て
、
今
回
は
、
志
布
志
市
に
お

い
て「
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ
会
」と
題
し
て
開
催

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー

の
方
々
28
人
が
出
席
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
県
政
運
営
な
ど
に
つ
い
て
知
事

が
説
明
を
行
っ
た
後
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
各
分

野
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

知
事
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
第
二
部
で
は
、
知
事
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
会
食

し
な
が
ら
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、大
隅
地
域
の

未
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
ま
た
、
知
事
は
語
ろ
会
に
先

立
ち
、
志
布
志
市
内
の
太
陽
光

発
電
所
や
志
布
志
港
、
農
業
生

産
法
人
の
活
動
状
況
等
を
視

察
し
た
。

月
16

4

日(

火)

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ
会

月
19

4

日(

金)
鹿
児
島
養
護
学
校
新
築
移
転
式
典

月
23

4

日(

火)

全
国
食
生
活
改
善
大
会
第
1
回
実
行
委
員
会

J
R
枕
崎
駅
舎
落
成
式

月
5

7
日(

火)

叙
勲
伝
達
式

月
24

4

日(

水)

鹿
児
島
本
格
焼
酎
と
中
国
料
理
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

｢

〜
M
y  

酎
華
S
t
y
l
e
〜
『
薩
摩
笑
酎
華
楽
』｣

第
2
回
春
薩
摩

月
26

4

日(

金)

月
28

4

日(

日)

か
ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
一
周
年
記
念
式
典

★★
月
5

18
日(

土)

西
之
谷
ダ
ム
竣
工
式

★
月
5

19
日(

日)

第
7
回
鹿
児
島
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

平
成
新
茶
ま
つ
り

★

～

月
11

5

日(

土)

12
日(

日)

～

月
25

5

日(

土)

26
日(

日)

4月22日(月)

　
県
で
は
、
新
た
に
神
奈
川
県
と
の
交
流
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
交
流
開
始
に
当
た
っ
て
、
伊
藤
知
事
は
神
奈
川

県
の
黒
岩
知
事
と
東
京
都
内
で
会
談
を
行
い
、
今

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

産
業
、
観
光
・
文
化
、
教
育
な
ど
の
各
分
野
に
お

い
て
、
両
県
の
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意

し
た
。

　
本
県
と
神
奈
川
県
は
約
9
5
0
k
m
離
れ
、
自

然
環
境
や
産
業
構
造
な

ど
も
異
な
っ
て
お
り
、今

後
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

資
源
を
活
か
し
た
、新
た

な
連
携
・
協
調
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

地域リーダーと語ろ会

神奈川県・鹿児島県両県知事会談
～神奈川県との交流を開始します～

月
17

5

日(

金)

鹿
児
島
県
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
会
議

鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練
お
よ
び
県
下
一
斉
防
災
点
検

★
月
5

23
日(

木)

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会
第
2
回
総
会

★
月
16

5

日(

木)

鹿
児
島
県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会

み
ど
り
の
感
謝
祭

月
29

4

日(

月)

★ 4
月
23
日(

火)

「
日
本
の
近
代
化
産
業
遺
産
群－

九
州・山
口
お
よ
び
関
連
地
域
」

推
薦
書
案
等
を
国
へ
提
出

月
22

4

日(
月)

神
奈
川
県
・
鹿
児
島
県
両
県
知
事
会
談

★
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4月28日(日)

JR枕崎駅舎落成式
　
「
本
土
最
南
端
の
始
発
・
終
着
駅
」
の
枕
崎
駅

舎
が
完
成
し
、
駆
け
付
け
た
多
く
の
市
民
や
観
光

客
が
７
年
ぶ
り
の
復
活
を
祝
っ
た
。

　
駅
舎
は
、
市
民
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
、

「
レ
ト
ロ
感
溢
れ
る
癒
し
と
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
最

南
端
の
終
着
駅
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
枕
崎
市
な
ど

で
設
立
し
た
駅
舎
建
設
期
成
会
が
建
築
し
た
。併

せ
て
、
駅
舎
周
辺
も
県
の
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
事
業
」
で
、
送
迎
デ
ッ
キ
や
園
地
な
ど
が
整

備
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、「
か
つ
お
節
行
商
の
像
」の
除
幕
や
関

係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
あ
っ
た
ほ
か
、
記
念
列

車
の
運
行
や
「
枕
崎
鰹
船
人

め
し
Ｓ
Ｐ
」
な
ど
特
産
品
の

振
る
舞
い
も
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
で
溢
れ
る
賑
や

か
な
一
日
と
な
っ
た
。

5月11日(土)

　
平
成
25
年
産「
か
ご
し
ま
茶
」の
新
茶
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
鹿
児
島
中
央
駅
前
ア
ミ
ュ
広
場
に
お
い

て
、県
茶
業
会
議
所
、南
日
本
新
聞
社
の
主
催
に
よ

る「
第
16
回
平
成
新
茶
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
た
。

  

会
場
に
は
、「
か
ご
し
ま
茶
」
の
代
表
銘
柄
が
一

堂
に
会
し
、
試
飲
・
宣
伝
販
売
や
日
本
茶
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
来
場
者
自
ら
が
急

須
で
入
れ
て
お
茶
を
楽
し
む
「
か
ご
し
ま
百
円
茶

屋
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、多
く
の
来
場

者
が
新
茶
の
香
り
と
味
を
楽
し
ん
だ
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、本
年
３
月
に
60
業
者
、

2
2
9
銘
柄
の「
か
ご
し
ま
茶
」が
初
め
て
か
ご
し

ま
ブ
ラ
ン
ド
産
品
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
、
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン

ド
産
品
指
定
証
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
た
。

4月29日(月)

　
県
民
に
、森
林
に
ふ
れ
あ
い
、森
林
を
守
り
育
て

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」を
姶
良
市
の

県
民
の
森
で
開
催
し
、
約
２
０
０
０
人
の
方
々
が

参
加
し
た
。

　
緑
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
や
緑
の
少

年
団
の
表
彰
等
を
行
っ
た
後
、
木
工
・
竹
ク
ラ
フ

ト
や
竹
紙
作
り
、
木
登
り
体
験
な
ど
の
「
緑
の
教

室
」や「
森
の
散
策
」、丸
太
切
り
競
争
や
間
伐
材
の

積
み
木
な
ど
の「
森
の
運
動
会
」と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
楽
し
い
体
験
活
動
を
行
っ
た
。

　
感
謝
祭
で
は
、参
加
者

全
員
へ
花
苗
や
苗
木
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
、新

緑
に
包
ま
れ
た
自
然
の

中
で
、森
林
を
満
喫
す
る

一
日
と
な
っ
た
。

みどりの感謝祭

平成新茶まつり

ふ
な  

ど
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5月23日(木)

5月25日(土)～5月26日(日)

5月18日(土)

西之谷ダム竣工式
　
鹿
児
島
市
街
地
を
流
れ
る
新
川
の
河
川
総
合
開

発
事
業
と
し
て
建
設
を
進
め
て
き
た
西
之
谷
ダ
ム

の
竣
工
式
を
執
り
行
っ
た
。

　
新
川
は
、
川
幅
が
狭
く
梅
雨
期
や
台
風
期
に
毎

年
の
よ
う
に
河
川
の
増
水
、
氾
濫
を
繰
り
返
し
て

き
た
。西
之
谷
ダ
ム
は
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
昭
和
47
年
に
調
査
を
開
始
し
、
平
成
21
年
３

月
か
ら
ダ
ム
本
体
工
事
に
着
手
、
本
年
４
月
か
ら

本
格
的
な
供
用
開
始
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
日
は
、国
土
交
通
省
、地
元
選
出
国
会
議
員
な

ら
び
に
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
や
地

元
関
係
者
、
地
権
者
の
方
々
な
ど
約
1
6
0
人
が

出
席
し
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す
玉
開
披
、記
念
碑

除
幕
お
よ
び
記
念
植
樹
な
ど
を
行
な
い
、
ダ
ム
竣

工
を
祝
っ
た
。

　
今
後
も
、「
災
害
に
強
い

県
土
づ
く
り
」を
県
政
の
重

要
な
課
題
の
一
つ
に
掲
げ
、

治
水
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
平
成
27
年
度
に
開
催
す
る
「
第
30
回
国
民
文
化

祭
・
か
ご
し
ま
2
0
1
5
」
の
県
実
行
委
員
会
の

第
２
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
国
民
文
化
祭
は
、
各
種
文
化
活
動
の
日
頃
の
成

果
を
全
国
規
模
で
発
表
・
競
演
す
る
国
内
最
大

の
文
化
の
祭
典
で
、
本
県
で
は
、「
本
物
。鹿
児
島

県
〜
文
化
維
新
は
黒
潮
に
乗
っ
て
〜
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）〜
11
月
15
日

（
日
）
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
り
県
内
全
て
の
市

町
村
で
開
催
す
る
。

　
総
会
に
は
市
町
村
長
や
関
係
文
化
団
体
の
会

長
な
ど
各
界
各
層
の
代
表
者
約
1
7
0
人
が
出

席
し
、
国
民
文
化
祭
に
お
け
る
主
催
事
業
の
開
催

日
や
開
催
会
場
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
実
施
計

画
大
綱
（
案
）
が
承
認
さ

れ
、
鹿
児
島
な
ら
で
は
の

県
民
総
参
加
に
よ
る
祭
典

の
開
催
に
向
け
て
、
準
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

第30回国民文化祭鹿児島県実行委員会
第2回総会

　
奄
美
大
島
近
海
を
震
源
と
す
る
地
震
や
津
波
、集
中

豪
雨
に
伴
う
土
砂
災
害
を
想
定
し
た「
鹿
児
島
県
総
合

防
災
訓
練
」を
県
と
奄
美
市
の
共
催
で
実
施
し
た
。

　
25
日
、市
民
を
対
象
と
し
た
防
災
研
修
会
や
図
上
訓

練
、避
難
所
の
体
験
訓
練
を
実
施
し
た
。26
日
に
は
、防

災
関
係
機
関
や
学
校
な
ど
86
の
機
関
・
団
体
と
住
民
、

合
わ
せ
て
約
４
５
０
０
人
が
参
加
し
、防
災
訓
練
を
実

施
し
た
。訓
練
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
奄
美
豪
雨
災

害
な
ど
を
踏
ま
え
、緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
F
M
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
伝
達
訓
練
、中
学
生
に

よ
る
津
波
か
ら
の
避
難
訓
練
や
孤
立
住
民
の
救
出
訓

練
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、海
上
自
衛
隊
の
大
型
輸
送
艦「
お
お
す
み
」に

よ
る
車
両
輸
送
訓
練
も
行
わ

れ
た
。

　
訓
練
終
了
後
、
伊
藤
知
事

を
班
長
と
し
て
、奄
美
市
、龍

郷
町
の
災
害
危
険
箇
所
な
ど

の
防
災
点
検
を
実
施
し
た
。

鹿児島県総合防災訓練および県下一斉防災点検

か
い  
ひ

に
し  

の 

た
に
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